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副校長　鷹野　泰男


　　　　　今年の節分は、立春（2月3日）の前日の2月2日でした。本来、節分とは立春・立夏・立秋・立冬の前日のことをいい、年に４回あります。旧暦では春から新しい年が始まったため、立春の前日の節分は大晦日に相当する大事な日でした。そこで、いつしか一年の始まりである立春の前日のみを「節分」と呼ぶようになったと言われています。節分の発祥は中国で、平安時代頃に中国から伝わってきた文化が日本古来の考え方と合わさって生まれたと考えられています。
昔は、季節の変わり目、特に次の年への変わり目には邪気が入りやすいと考えられてきました。節分の定番といえば「豆まき」です。悪いものはすべて「鬼」の仕業だと考えられていたため、鬼を退治する効果があるとされる豆を投げる風習が広がりました。「一年間、健康で過ごせますように」という願いを込めて、悪いものを追い出し、福を呼び込む行事とされています。恵方巻を食べる風習も、その年の恵方を向いて黙々と食べると願いが叶うとも言われています。
このように、季節を上手に取り入れて生活の中に生かしていくのは日本人の知恵と
言われています。本校の給食献立にも節分献立が登場していました。学校では、一年間のまとめをしつつ次年度の計画を立案する時期となり、教育課程をはじめ、学校行事や学習環境などの改善など、様々な知恵と努力でより良い次年度にしていこうと進めているところです。
今学期も、登校回数がわずかになりました。まだまだ寒い日が続きますが、体調を整
えながらこの季節を乗り切り、暖かい春を子供たちと迎えたいと思います。これから も、御協力の程、よろしくお願いいたします。
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